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前回の記録 本日の予定 次回の予定
第 1356 回例会 6/9（水）
ガバナー補佐公式訪問
来訪者：ガバナー補佐　眞鍋様
担当者：ＩＭ実行委員会

第 1357 回例会 6/12（土）
フィナーレ例会
担当：親睦交流委員会

第 1358 回例会 6/23（水）
定時総会（次年度予算承認）
担当：会長・次期会計

会長挨拶　【国井　省二　会長】
　会員の皆様、こんにちは。

　本日は、眞鍋ガバナー補佐の最後のクラブ訪

問です。後ほどご挨拶を頂きます。

眞鍋ガバナー補佐におかれましては、一年間大

変お疲れ様でした。また、当クラブに対し色々

ご配慮ありがとうございました。来月からは、

当クラブ会員の森本さんがガバナー補佐を務め

させて頂きます。どうぞ宜しくお願いします。

　本日、後半の部で若山ＩＭ実行委員長のもと、

ＩＭの打ち合せをさせて頂くことになっており

ます。会員の皆様、ご協力のほど宜しくお願い

します。

　さて暦の上では、６月１１日が「入梅」になっ

ております。ここで少し話させて下さい。

　「入梅」とは雑節の一つ。梅雨の時期に入る

日をいい、暦にはその日を記す。旧暦時代には

五月節芒種（ぼうしゅ）に入って第一の壬（み

ずのえ）の日を入梅とする説を用いた。現行暦

では太陽の視黄経が８０度に達した日をもって

入梅とし、太陽暦の６月１１日ごろにあたる。

この日から梅雨が始まるわけではなく、およそ

このころから雨期に入ることを農家に注意を促

すために記載される。梅雨の明けるのを出梅と

いうが、暦には記載されません。

　以上で会長挨拶とさせて頂きます。

本日も宜しくお願い致します。

2009-2010
No.1357

10.6.12 発行

□会　長　　国井　省二
□副会長　　服部洋一朗
□幹　事　　波多野光裕
会報委員長　片桐順一郎

□題　字　　国井省二
□例　会　　毎週水曜
□会　場　　岐阜都ホテル

 ロータリー親睦活動月間６月

出席報告

会員数：35 名
出席数：30/35
出席率：85.71%
欠席者：5名（出席免除 2名　91.43%）
来訪者：ガバナー補佐　岐阜西ＲＣ
　　　　眞鍋　修身　

ニコニコＢＯＸ（敬称略）

小森保敏：
母の葬儀に時は、大変お世話になりありがとう
ございました。
森本時夫：
ＩＭ開催の準備も大詰めに成って参りました。
委員の皆様宜しくお願い致します。眞鍋ガバ
ナー補佐ご苦労様です。
国井省二：
眞鍋ガバナー補佐ようこそ。一年間ご苦労様。
眞鍋修身：
本日ガバナー補佐退任の挨拶にまいりました。
一年間お世話になりました。

報告事項

○小森会員
皆さんこんにちは。
母の葬儀に、公私とも、ご弔問、ご会葬頂きま
して、本当に有り難うございました。

○ＩＭ実行委員会　若山より
・本日の昼の食事は、ＩＭの昼と同じです。
・プログラム資料について説明をおこなう。
　（分担・役割について説明）
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報告事項

・各担当ごとに打ち合せをおこなった。
・分からない時、色々なことが決まったら、若
　山までメール等で報告お願いします。ＩＭは
　全員出席でご協力お願いします。
・当日の集合時間は、AM８：００にて、お願い
　します。

会報・広報６月担当　小泉宣昭

　　　　次回例会のご案内　　
　第１３５８回　６月２３日（水）
　定時総会（次年度予算承認）
　担当者：会長・次期会計

ガバナー補佐　眞鍋修身　挨拶

・皆さんこんにちは。
一年間ガバナー補佐をやらして頂き、今日は退
任の挨拶にまいりました。
何も出来ませんでしたが、皆様にはお世話にな
りました。
・ジョンケニーさんの「ロータリーの未来はあ
なたの手の中に」テーマの中で始まって、会員
増強においても、アナログ的な考えで最後に
終って１・２人増えていれば良いという考え方
でした。
・今現在、岐阜ロータリー以外会員が減ってい
る。
・私がガバナー補佐の時に、決議２３３４が大
変問題になり、３年に１回規定審議が行われ、
色々決議される。ＲＩ会議で２３３４が無くな
るということで、渡辺理事、小沢理事が何とか
残そうということで釧路決議が採択され、社会
奉仕ではなく奉仕の哲学で採択された。
・四大奉仕が有り、クラブ奉仕・職業奉仕・国
際奉仕・社会奉仕に新世代奉仕が加わり、五大
奉仕となった。
・ｅクラブが認められた。
電子媒体を使用して、ＴＶでの会合をしても良
い。各地区に２クラブまで良いと決まった。
・人頭分担金が＄５０と決まっていたが、来年
からは＄５１、その次から＄５２、その次が
＄５３と決まって、少しづつお金を上げたい。
・出席免除について
自身の年齢＋在籍期間が８５になれば出席免除
申請が出来たが、年齢が６５才を過ぎないと駄
目になった。
・若い人の研修を義務付ける。
・次期森本ガバナー補佐には、健康に気を付け
られ一年間頑張って下さい。
一年間有り難うございました。


